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適用上の位置付け 

 河川砂防技術基準調査編は、基準の適用上の位置付けを明確にするために、下表に示すよ

うに適用上の位置付けを分類している。 

分 類 適用上の位置付け 末尾の字句例 

考え方 技術資料 ●目的や概念、考え方を記述した事項。 「･･･ある。」「･･･いる。」 

「･･･なる。」「･･･れる。」 

必 須 技術基準 ●法令による規定や技術的観点から実施すべきで

あることが明確であり遵守すべき事項。 

「･･･なければならない。」「･･･

ものとする。」 

標 準 技術基準 ●特段の事情がない限り記述に従い実施すべきだ

が、状況や条件によって一律に適用することは

できない事項。 

「･･･を標準とする。」 

「･･･を基本とする。」 

「･･･による。」 

推 奨 技術資料 ●状況や条件によって実施することが良い事項。 「･･･望ましい。」 

「･･･推奨する。」 

「･･･務める。」 

「･･･必要に応じて･･･する。」 

例 示 技術資料 ●適用条件や実施効果について確定している段階

ではないが、状況や条件によっては導入するこ

とが可能な新技術等の例示。 

●状況や条件によって限定的に実施できる技術等

の例示。 

●具体的に例示することにより、技術的な理解を

助ける事項。 

「･･･などの手法（事例）があ

る。」 

「･･･などの場合がある。」 

「･･･などが考えられる。」 

「･･･の場合には･･･ことがで

きる。」 

「･･･例示する。」 

「例えば･･･。」 

「･･･事例もある。･･･もよい。」 

 

関連通知等 関連する通知やそれを理解する上で参考となる資料 

参考となる資料 例示等に示した手法・内容を理解する上で参考となる資料 

 

 

  



河川砂防技術基準 調査編 技術資料 

調査編 第 2章 第 7節 - 1 

第7節  河川の流れの総合的把握 

7．1 総説 

＜考え方＞ 

本節では、本章 第 1 節で述べたカテゴリー３.１の観測について概説する。 

流れの総合的把握とは、水位、流量など個別単独での観測ではその一部しか捉えられない

洪水流の挙動を、それらを連携させた観測と解析により全体像を捉え、そこから必要な情報

や知見を得ることを目的として実施するものである。 

以下、その要諦を段階を追って説明する。 

 

１）水理システムへの力学的な理解に基づく柔軟な未知数設定 

次に示す最も単純な流れの抵抗則を用いて、このことを説明する。なお実際は、必要なレ

ベルの（状況によってはより高度の）流れの基礎方程式が用いられる。 

𝑞 =
1

𝑛
(𝐻 − 𝑧)

5

3 ∙ √
𝐻1−𝐻2

∆𝑥
 （2-7-1） 

ここで、q：単位幅当たりの流量、H：水位、z：河床高、n：マニングの粗度係数、H1：地点 1

（上流側）の水位、H2：地点 2（下流側）の水位、Δx：地点 1、2 間の縦断距離、である。 

a） 上式で、河床高 z、粗度係数 n が既知で、ある時刻の水位（H，H1，H2）が観測されれ

ば、流量 q を得ることができる。これは、本章 第 4 節 流量観測 の表 2-4-1 に示した

水面勾配断面積法の原理である。 

b） 河床高 z が既知で、ある時刻の水位（H，H1，H2）と流量 q が観測されれば、粗度係数

n を得ることができる。これが、第 5 章 河川における洪水流の水理解析 第 5 節 パラ

メータの設定 5.2 に示されている粗度係数の逆算（同定）法の原理である。 

c） 粗度係数 n が既知で、ある時刻の水位（H，H1，H2）と流量 q が観測されれば、河床高

z に関する情報を得ることができる。 

d） このようにして、水理システムの解析と観測項目との組合せの中で、目的や状況に応

じ、得たい水理量を柔軟に設定する。 

 

２）水理量による観測精度の違いを踏まえた戦略 

観測精度は水理量によって異なり、一般に、水位（水深）の測定精度は流量観測精度に比

べて高い。このことから、z と n が既知とできる条件では、流量の直接観測の精度向上を目指

すこととは別に、相対的に精度の高い水位測定結果を用いて、上記１）a)のアプローチで流

量を求めるという考え方が出てくる。また、やはり測定が容易ではない洪水中の河床高につ

いて、それを直接測定する努力とは別に、q と n を既知とできる条件で、水位測定結果から上

記１）c)のアプローチで河床高の情報を得ようとする考え方が出てくる。このように、得た

い水理量の直接観測だけにこだわらず、水理システムと関連付けられ、相対的に高い精度で

の測定が可能な水理量及び設定しやすい水理量を経由して、最終的に求めたい水理量を得る

という方法を、必要に応じ積極的に採用する。 

 

３）水位の縦断方向多点観測及びその繰り返し実施 

縦断方向に細かいピッチで水位の同時観測を行えば、式(2-7-1)を河川縦断方向についての

流れの運動方程式などに置き換えることで、未知とおいた水理量の縦断分布に関する情報を

得ることができる。たとえば、粗度係数（より一般的には抵抗特性）の縦断的な変化が明ら

かになれば、その原因を河道状況（河道形状や樹木群など）から特定することで、河道状況

の管理に資する個別具体の情報を得ることができる。また、非定常流れに対して、こうした
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観測を繰り返し連続的に行い、非定常流れの基礎方程式を導入することで、流量の縦断分布

とその時間変化が、粗度係数あるいは河床高の時空間変化に関する一定の情報とともに得ら

れると期待できる。こうして得られる情報は、河道内の洪水流量の下流への伝播特性などに

ついて、直接流量観測だけによるよりも多くの情報を相対的に高い精度で示すものと期待で

きる。さらに、こうした観測を、（自然）分流地点や遊水地等を含む河川区間などに適用す

ることで、分流特性や洪水流量の縦断方向変化などについて詳細かつ精度の高い情報が得ら

れると期待される。こうした手法は、一種の同化手法の適用と位置付けられ、河川の流れの

総合的把握においては、水位測定データを充実させることで、得られる情報量が大幅に増え

るという以上の特性を、必要に応じ積極的に活かす。 

 

４）河床変動や流砂量に関する情報把握への展開 

上記３）までの積み上げを前提に、流れの計算に加えて河床変動計算（第 6 章 河床変動、

河床材料変化及び土砂流送の解析 に記述）を組み合わせて実施するなどして、実測値を説明

できるための水理量算出というアプローチを流砂量にまで展開して、洪水中の流砂量に関す

る情報を得ようとする方法があり、第 16 章 総合的な土砂管理のための調査 第 2 節 調査の

基本的組立て方 2.3.6(1）4)で紹介し、またこの方法の土砂流送特性把握における位置付け

を 第 4 章 河道特性調査 第 6 節 土砂流送特性 6.5 で説明している。こうした観測と解析の

組合せは、洪水中に有意な河床変動が起こると考えられる河川区間（たとえば砂床の河口付

近、分合流地点など）において、特にその意義が大きくなると期待される。このように、必

要に応じて、「水理システム」に流砂と河床変動に関するシステムも取り込み、獲得する情

報、知見の範囲を広げていく。 

 

「河川の流れの総合的把握」においては、水理システムを具体的に表現する流れに関する

モデル（場合によっては流砂と河床変動も合わせて）のレベルと実測対象となる水理量の種

類・量・質とのバランス及び適合性が重要となる。モデルのレベルには幅があるので、この

バランスと適合性が取れている限り、目的や状況に応じた柔軟な実施法が選択できるとも言

える。 

以上に説明した「河川の流れの総合的把握」は、河川の流れ（必要に応じて流砂と河床変

動を含む）のシステムに関する理解や技術の進展の成果を円滑に実務に反映させる上での、

また多くの扱うべき水理量がある中で総合的・戦略的視点からより合理的な観測を実施する

手法を見いだす上での基本フレームとなるものであり、カテゴリー１、２の観測との相互補

完性（図 2-1-1 参照）も意識しつつ、必要な局面での積極的な実施を図っていくことが大事

である。 

 

7．2 流れの総合的把握の実施例 

＜例 示＞ 

１）水位多点連続観測と非定常流解析による洪水伝播特性の把握 

簡易自記式水位計を含む多数の水位観測値を用いて水位縦断分布の時間変化を観測し、水

位観測結果を境界条件として与えた非定常準二次元流解析又は非定常平面流解析を実施す

る。相対的に観測精度の高い水位縦断分布と一致させることを優先しつつ、かつ基準点にお

ける流量観測結果と大きく乖離することなくかつその変化特性を再現できるように粗度係数

を設定する。以上の結果から、最大流量の流れ方向の変化や基準点における洪水流量の時間

変化（ハイドログラフ）等の洪水伝播特性を把握する。 

 

２）流速観測と抵抗則式による粗度係数の時空間的変化特性の把握 
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航空写真やビデオなどの画像解析により洪水流の平面流速分布を測定し、流速と水位の観

測結果を抵抗則式（求められる精度に応じて、一次元又は平面流解析を使用してもよい）に

与えて粗度係数を逆算する。逆算粗度を得た地点における地被（植生など）の抵抗特性を把

握する。 

 

３）山地河川における支川合流を取り込んだ洪水伝播特性の把握 

本川に設置された複数の水位観測所データを用いて支川合流点や本川上下流端において近

接する水位観測所の水位との関係式として流量を与える境界条件式を設定し、本節 7.1 1) a)

と同様に一次元非定常流解析を実施する。以上の結果から、基準点における洪水流量の時間

変化（ハイドログラフ）等の洪水伝播特性を把握する。なお、この手法は河川の横流入出量

の境界条件として応用でき、支川からの合流量、派川への分派量、遊水地への流入量、破堤

点における氾濫流量を把握する上でも活用できる。 

 

４）洪水流と河床変動の一体解析による洪水中の河床変動の把握 

多点に設置された水位計を用いて洪水中の水面縦断形の時間変化を記録するとともに、流

量ハイドログラフ、洪水前後の河床高を測定し、洪水中はほぼ一定の粗度係数及び樹木群透

過係数を用いて、洪水流と河床変動を支配する二つの基礎方程式を同時に解いて、流量、水

面縦断形及び洪水後の河床高が一致するように洪水中の河床高を算定する。以上の結果から、

流量ピーク時の河床高、洪水中の最大洗掘深等の洪水中の河床変動を把握する。 
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